
へき地医療拠点病院運営事業モデル事業
の取り組み





小国町
人口：6,319人（令和6年12月時点）
面積： 136.94㎢
高齢化率：42.10％

南小国町
人口：3,809人（令和6年10月時点）
面積： 115.90㎢
高齢化率：40.30％

小国町、南小国町 概要



構成町村 小国町/南小国町

開設者 組合長 渡邉 誠次（小国町 町長）
病院事業管理者 片岡 恵一郎
院長 堀江 英親

病床数 一般病床 73床 常勤医師 9名
医療技術員 16名
看護師、准看護師、看護助手 63名
診療科 14科

小国郷公立病院組合 小国公立病院 概要

デジタル田園都市国家構想申請主体：小国郷公立病院組合
（交付金対象に、病院主体事業としては全国で初めて採択）
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小国郷医療課題・医療MaaS導入の背景・目的

◼ 令和4年度クリニックが1つ閉院、小国郷で民
間クリニックが２軒のみ

◼ 外来診療までの時間的・場所的な制約が
でき受診のハードルが高くなる

◼ 小児科クリニックがなく、公立病院で小児と
高齢者が同じ外来スペースを共有しなければ
ならない

◼ 小国郷外での保険診療が比較的多い

医療課題

住民負担の軽減と医療サービスの安定提供を実現しながら、well-beingな人生を支えるケアシステムを先取りした
地域医療を熊本大学と学ぶことで構築し、安心して住み続けられる小国郷を目指す

小国郷医療MaaS・DX推進事業の目指す姿

◼ 高齢化率が40%を超えている

◼ 広大な面積に多数の集落が点在している

◼ 公共交通が不十分であり、自家用車または
バス・タクシーの利用が不可欠である

◼ 免許返納者にとっては通院に係るタクシー代
が負担となっている

地域課題



実施地域 熊本県阿蘇郡小国町、南小国町全域 事業費 84,235千円

実施主体 小国郷公立病院組合 小国公立病院 人口 10,518人

事業概要

小国郷にデジタル技術を利用した、医療MaaSを導入し、遠隔診療機器等を搭載した診療車による山間地域
におけるオンラインでの医師の診療を受けることのできる新たな医療サービス提供環境を整備する。医療MaaS・
Dx診療拠点を整備することで、対面診療・訪問診療・オンライン診療を組み合わせ、どの診療を選択しても同
じ医療情報を参照しながらの診療を実現する。

具体
サービス

【オンライン診療車の導入】…診察の為のオンライン
診療機械設備を搭載した専用車両で看護師等が
出張診療所（公民館等）や患者宅等を訪問し、
看護師等のサポートのもと、車内からテレビ電話等
でつなぎ、医師によるオンライン診療を実施する。
【オンライン診療を含めた医療Dx拠点の設置】…閉
院予定のクリニックを利活用し、対面診療、オンライ
ン診療、訪問診療をハイブリッドで提供できるデジタ
ル技術を駆使した医療提供拠点を設置し、電子カ
ルテ、くまもとメディカルネットワーク、マイナンバーカー
ドなどの既存のインフラを駆使して、診療デジタルデ
ータを多元的に管理し、どの診療を選択しても同等
の診療データが参照できる様にする。
加えて、対面診療・オンライン診療・訪問診療の適
切な診療の選択・予約や車両運行等のシステム管
理を行う。

主な
KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①医療アクセスを確保できたのべ患者数
②オンライン診療車を利用した患者のみの延べ人
数
③年間のオンライン診療車の運行回数

【アウトカム指標（成果指標）】
①オンライン診療の満足度
②医療サービスの充実度





8
参照元：https://news.yahoo.co.jp/articles/fc8495aa5557e2416f250d20d7c28d00338b7310

熊本県の小国公立病院が進める「医療DX
（デジタルトランスフォーメーション）」の拠点と
なるサテライト診療所の開所式が13日、小国町
宮原の現地であった。

診療所は元民間クリニックを改修し、公立病院
が診療を引き継ぐ形で内科と総合診療科を設
置した。従来の通院患者を診るほか、新たに訪
問診療や遠隔診療専用車によるオンライン診療
を始める。診療は平日の午前9時～午後5時半
、医師2人と看護師が交代で担う。

所長を兼ねる同病院事業管理者の片岡恵一
郎医師（53）は、「住民の生活支援を考えな
がら、充実した地域医療サービスを提供したい」
と話した。

同病院が導入する遠隔地への移動診療「医
療MaaS（マース）」事業は、病院主体として
初めて国の「デジタル田園都市国家構想」の交
付金対象に採択されていた。（花木弘）
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医療MaaS小国郷モデル
公民館などに看護師と医療機器を搭載した

専用車両が出向く集合型診療モデルを想定

公民館など 小国公立病院
サテライト診療所

薬局

インターネット



×
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車両内装壁面
小国杉起用

医療MaaS専用車両×北里柴三郎博士× 小国郷デザイン
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専用車両の架装

外装デザインコンセプト決定
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対象となる患者と診療の想定

自宅から公民館などの開催場所まで移動が可能な

様態が落ち着いている慢性疾患患者に対し

侵襲行為※を伴わない定期的な診察を実施

※侵襲行為とは投薬や注射など身体の内部環境に対して変化をもたらす刺激や行為全般
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服薬指導

【処方箋の扱い】

①患者が指定する薬局にFAXまたはメールで送付 → オンライン（LINE）で服薬指導後、薬局から薬の配送 OR
→ モバイル服薬指導・薬配送

②患者、もしくはその家族が診療所で受け取り → 患者または家族が任意の薬局を訪問、薬の受取り

③患者宅に郵送 → 患者または家族が任意の薬局を訪問、薬の受取り

現状、薬局で採用しているLINEでのオンライン服薬指導を基本



「柴三郎号」の現状







利用者アンケート(新規利用患者対象）45名

• オンライン診療を受けてみていかがでしたか？

• 医師の診察はいかがでしたか？

• 看護師の対応は、いかがでしたか？

• 杉を使った内装は、どうですか？

• 「すぎこだま」をどう思いますか？

• 車の中は、杉の香りがしましたか？どう感じましたか？

• 車の中は、安心できる雰囲気でしたか？

• 「柴三郎号」を今後利用したいと思いましたか？ どちらともいえない2名



ITリテラシーへの対応



小国町 年代別携帯電話所持割合

自己調査 379名対象

令和６年１２月現在
南小国町の公式LINE登録者
１６００人越え
人口の４１．４％







ホームページの改修 スマートフォン対応に変更







地域コミュニティとして







地域コミュニティの現状及び本研究会について 総務省



MSWの活躍の場所として



医療ソーシャルワーカーの業務内容

• 療養中の心理的・社会的問題の解決、調整援助

• 退院援助

• 社会復帰援助

• 受診・受療援助

• 経済的問題の解決、調整援助

• 地域活動

活動は多岐にわたり、病院にいるだけではもったいない・・・



在宅医療分野のMSW領域における役割・取組と今後について 厚生労働省HP



地域に医療サービスのみならず
癒しとコミュニティの場所
を届ける活動



プラチナナースの活躍の場所として



プラチナナース活用に関する調査報告 公益社団法人 埼玉県看護協会



プラチナ世代看護職の勤務継続支援に関する実態調査 長崎県看護協会

若干の乖離
があるが、
メリットを追求
して



第5回新たな地域医療構想等に関する検討会 資料６



場合によっては、今後は薬剤師にも









D to P with Nのオンライン診療

患者宅
かかりつけ
医療機関

専門
医療機関

D to P

D to P
with D

D to P
with N ※

※ 看護師等の医療職に限らず、事務職員等でも可能（D to P 
with 事務職員）薬剤師・臨床検査技師・救命救急士を検討中



研修医の研修の場として









「柴三郎号」のこれから





イメージ図

R5小国郷デジタル田園都市構想による連携

KMN 内での従来の連携

マイナンバーカードの利活用による医療サービスの充実

マイナンバーカード番号を KMN の患者情報内に入力できるようにし、
マイナンバーカードをQRコードリーダーで読み取ることで、診療データを閲覧できるまで
の利便性を高める

マイナンバーから、該当患者
の診療データの表示をしやす
くする

医療MaaS

医療MaaS車中から、KMNを利用できる端末でマイナンバーカ
ード(QRコード=マイナンバー)を読む























阿蘇小国郷デジタル医療MaaS
見学・体験実習

令和６年12月17日
文科省

令和6年度「地域の医療ニーズに対応した先進的な薬学教育に係る取組支援事業」
医療デジタル機器・ITを活用し地域医療を改新する薬剤師育成プログラム







1. 医薬品の適正使用と服薬指導

•患者が自宅や地域で医療サービスを受けられるようになるため、薬剤師が遠隔で服薬
指導を行う機会が増える

• 患者の服薬アドヒアランス（服薬遵守率）を確認し、必要に応じて指導やフォロー
アップを行う

2. 地域住民の健康管理

• 患者や地域住民の健康管理をサポート たとえば、血圧測定や血糖管理など、簡易
な健康チェックを提供することが可能

• 健康教育や生活習慣病予防の指導を通じて、住民の健康リテラシー向上に貢献する

医療MaaS（Medical Mobility as a Service）
と地域薬剤師



3. 情報共有と医療連携
• 医療MaaSの中心には、地域医療機関との連携があり、薬剤師はその橋渡し役を担う
• 電子カルテや患者情報を共有し、医師や看護師と連携して患者に最適な治療を提供する
4. 在宅医療の支援
• 薬剤師は訪問薬剤管理指導を行い、患者の服薬状況を直接確認する役割を果たす
• 必要な薬剤を適切に調剤し、配送や管理を行うことで、在宅での薬物療法をサポート
5. デジタル技術の活用
• デジタルプラットフォームを利用して患者とのコミュニケーションや情報管理を行う
• 遠隔服薬指導やAIを活用した薬剤選択のサポートなど、デジタル技術による効率化を期待
6. コミュニティの一員としての役割
• 地域薬剤師は、単なる薬の提供者ではなく、地域住民の健康を総合的に支える存在
• 医療MaaSの普及によって、患者や住民が薬剤師に相談しやすい環境を構築することが求
められる

地域資源をしっかりと把握することが重要
（アイテムと限界）



処方した薬の受け渡し



視察対応実績 （令和6年度）

• 4/19 医療法人春水会 山鹿中央病院

• 4/26 大分県杵築市立山香病院

• 6/7 社会医療法人社団 大久保病院

• 10/16 内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局

• 10/18 山都町包括支援センターそよう病院・山都町議会・山都町役場

• 11/19 特定医療法人高森会 阿蘇やまなみ病院

• 11/20 天草市立河浦病院・天草市議会

• 11/22 医療法人八千代会

• 12/10 医療法人社団 直心会 森の里クリニック

• 12/13 特定医療法人谷田会 谷田病院

• 12/17 熊本大学・崇城大学薬学部



現状での課題

• 対象患者の伸び悩み

• 対面診療と同じ時間帯での診療の為、一部待ち時間が発生

• MSWが思ったほど、活きていない

• 薬剤の配送をほとんど希望されない（オンライン服薬指導に繋がらない）

• 電子決済に関して、ハードルが高い為対面と交互での診療になっている

• 電波状況の改善



令和5年度電子商取引に関する市場調査報告書 経済産業省





今後の「柴三郎号」の展開

• メンタルヘルス関連の患者さんも対象に

• 軽度の急性疾患の患者さんにも…医薬品の提供方法 都会ではいける？

• スターリンクを活用して、これまで提供できなかったエリアにも

• 巡回型予防接種事業（インフルエンザ・コロナワクチン）

• まちの保健室事業（看護協会・行政）との協働

• コミュニティ活動（サロン活動等）との協働

• 学校や役場での診療提供

• 病児保育の補完となる活用（保育園、幼稚園でのオンライン診療提供）
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